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（訂正）平成 20年 12月期決算短信の一部訂正について 
 

 
平成21年2月13日付で発表いたしました平成20年12月期決算短信につき、一部誤りがありましたので、

下記の通り訂正いたします。なお、訂正箇所には下線を付しております。 

なお、本訂正によって平成 21 年 12 月期の連結業績予想が訂正されることはありません。 

 

 

記 
 

1. 訂正箇所 

 

P.5  

（２）財政状態に関する分析 

 

【訂正前】 

＜営業活動によるキャッシュ・フロー＞ 

 当連結会計期間において営業活動により増加した資金は1,219,640千円（前連結会計期間1,444,982千円の

収入）となりました。これは主に、減価償却費800,179千円の非現金支出及び売上債権の回収により1,025,025

千円増加いたしました一方、法人税等の支払い618,311千円等があったことによるものです。 

 

【訂正後】 

＜営業活動によるキャッシュ・フロー＞ 

 当連結会計期間において営業活動により増加した資金は1,219,640千円（前連結会計期間1,444,982千円の

収入）となりました。これは主に、減価償却費800,179千円の非現金支出及び売上債権の回収により1,025,025

千円増加いたしました一方、法人税等の支払い1,002,927千円等があったことによるものです。 
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（４）連結キャシュ・フロー 

 

【訂正前】 

    

前連結会計年度 

（自 平成19年１月１日 

 至 平成19年 12月 31日）

当連結会計年度 

（自 平成20年１月１日 

 至 平成20年 12月 31日） 

区分 
注記

番号
金額（千円） 金額（千円） 

Ⅰ営業活動によるキャッシュ・フロー       

その他   178,464 △356,287  

小計   1,575,710 1,769,496  

利息及び配当金の受取額   209,397 68,733  

利息の支払額   △41 △278  

法人税等の支払額   △340,083 △618,311  

営業活動によるキャッシュ・フロー   1,444,982 1,219,640  

 

【訂正後】 

    

前連結会計年度 

（自 平成19年１月１日 

 至 平成19年 12月 31日）

当連結会計年度 

（自 平成20年１月１日 

 至 平成20年 12月 31日） 

区分 
注記

番号
金額（千円） 金額（千円） 

Ⅰ営業活動によるキャッシュ・フロー       

その他   178,464 28,327  

小計   1,575,710 1,769,496  

利息及び配当金の受取額   209,397 68,733  

利息の支払額   △41 △278  

法人税等の支払額   △340,083 △1,002,927  

営業活動によるキャッシュ・フロー   1,444,982 1,219,640  

 

 

２．訂正理由 

 

「平成20年 12月期決算短信」の、連結キャシュ・フロー計算書作成において、「法人税等の支払額」の一

部が「その他」の区分に誤って計上されていた為に発生いたしました。 

訂正の開示が本日となりました理由は、平成21年 3月 31日提出予定の「有価証券報告書」の最終確認中

に、誤りが判明した為です。 

 

以 上 


